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㉞【仙台徳洲会病院】
住　　 所 〒９８１－３１１６　宮城県仙台市泉区高玉町 ９番 ８号 病床数：３４７床

診 療 科 目 内科・消化器内科・糖尿病・代謝内科・循環器内科・外科・小児科・脳神経外科・整形外科・泌尿器科・皮膚科・歯科口腔外
科・産婦人科・神経内科・眼科・麻酔科・耳鼻咽喉科・救急総合診療科・アクセスケアセンター

研修責任者名 佐野　　憲 連絡先：０２２－７７１－５１１１ 連絡先担当者名：佐々木　輝
　　　　　　　　（臨床研修センター）

新臨床研修
医指導実績 R １ 年度： ２人、 ２年度： ４人、 ３年度： ３人、 ４年度： ２人、 ５年度： ５人

研修受け入れ可能診療科 学会認定専門医数 学会認定指導医数
必修：�内科（循環器・呼吸器・※消化器・

※糖尿病代謝内科）外科・救急　
選択：�内科（循環器・呼吸器・※消化器・

※糖尿病代謝内科）外科・救急
※�医師の体制によりお引き受けできない
場合もございます。　

４０名 ２０名

施設の概説・特徴
　仙台徳洲会病院は、宮城県仙台市の北部に位置する徳洲会グループの病院です。徳洲会グループとしては東北唯一の臨床研修病院となり
ます。年間５８００件を越える救急搬送数は宮城県内でも有数の受け入れ実績を誇ります。研修医の定員が少人数の当院では一人当たりの応対
数が非常に多くなり、沢山の経験実績を重ねることが可能となります。
　当院は令和 ４年 ４ 月に新築移転を行っております。最新の医療機器と新しい環境により患者増はもとより職員数の増加にもつながりまし
た。その為教育環境も充実しました。ハード面・ソフト面共に強化を行い研修医教育の充実を進めています。発展途上の当院にとって、研
修医のやる気がそのまま体制に反映できる所が強みです。
研修の概説と特徴
　少数精鋭のマンツーマン指導で初期研修期間では １人あたりの経験数が多いのが特徴です。救急車の受入件数も月平均で４９０件を超えて、
その中から幅広い症例を経験し、手技も多く経験できます。４０年を超える徳洲会グループでの伝統的なスーパーローテート方式を取りなが
らも当院は柔軟な指導体制があります。研修医は各科指導医の下で平均１０～１５症例の主治医となり診療にあたります。連日指導医と共に診
療にあたる一方、担当科以外の症例の検査や手術にも積極的に参加できるように連携し、調整を図っています。また ２年次では全国の同じ
徳洲会系列の病院で ２か月間の離島・僻地医療の経験を積むことが出来るのも魅力です。
　研修医の学べる機会としては週に一度、医局で症例カンファレンスを行い、各科研修科終了時には症例報告会を行い、優れたものは学会
で発表して頂きます。他には全国の系列の徳洲会病院の研修医たちと合同で研修や勉強会、各種セミナーが年に数回ありますのでスケール
メリットを利用して、同期・先輩医師とも横のつながりを持つことも出来ます。
　これからも仙台徳洲会病院では高次救急からプライマリケアに至るまで多くのものを習得できるようにバックアップしていきます。

　新築移転した当院では、常勤医師も増加し、患者数も日を追うごとに増えている状況です。
研修医の当直
１９：００～２３：３０　月 ４～ ６回程度
処　　　　遇
１ 年次　年収６３９万円（月収４９万円、内訳基本給３４万円、当直手当 ６回１５万円）賞与５１万円
２年次　年収７４８万円（月収５６万円、内訳基本給３８万円、当直手当 ６回１８万円）賞与７６万円




